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　総務経済委員会は、本市の行政運営に関わ
る幅広い事項を所管し、行政サービスの質向
上と持続可能な発展を推進しています。令和
７年度は次の３項目を特に重点項目として進
めてまいります。

●公共交通政策
　市民生活の基盤である公共交通政策につい
ては、地域住民の生活の質向上や地域経済の
活性化に直結するため、多角的かつ継続的に
監督・推進し、方針や計画策定について議論
し、市民の利便性の向上と持続可能な交通体
系の構築を目指します。
●施設運営および管理
　市が管理運営を担う各施設は、市民の皆様
に安全で快適な利用環境を提供することを最
優先とし、各種施設の施策や提供サービスに
ついて審議するとともに、適切な管理体制の

　文教厚生委員会では、子育てや教育、スポ
ーツ、生涯学習、医療・福祉に関わる事項に
ついて調査・審査します。委員会で協議の
上、今年度のテーマについて以下のとおり取
り組むこととしました。

●健康
▷健康寿命延伸・健康増進の取組と成果に向
　けた調査
●福祉
▷障害者団体との交流推進
●子ども（子育て）
▷市の子育て支援施策に関する調査
▷保育所や学童保育室等に関する調査
●教育
▷学習環境の課題・進捗状況の調査
▷令和４年３月の文教厚生委員会提言（小・
　中学校の規模と配置の適正化等への提言）
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もとで運営されることを目指します。
●行政DXの推進
　行政DXの推進については、市の行政運営
の効率化と市民サービスの向上を図るため重
要・不可欠な施策であり、推進する計画や関
連施策の実施状況について確認し、多角的な
視点で継続的な取り組みがされることを目指
します。

　に基づく進捗状況調査
▷学校と地域との連携に関する調査

　多くのテーマを取り上げましたが、「少子
高齢化」「人口減少」という大きな課題に対
し、しっかり向き合って取り組んでまいります。

委員会活動報告

（後列左から）笹本英輔委員、田中寿夫委員、千葉良秋委員、菅野淳委員
（前列左から）船川秀子委員、豊泉正人委員長、関根弘樹副委員長、衣川
千代子委員

（後列左から）福田正委員、太田博希委員、大沢えみ子委員、金子広和委
員、土方隆司委員
（前列左から）広山清志委員長、丸橋ユキ副委員長


